
思わずギュッと 抱きしめました！
に～ 

 

 

 冬休み、「ＰＴＡ家庭教育学級」の実践として【親子でスキンシップ ～ハグタイム～】

がありました。いかがでしたか。 

やってみての感想を裏面に載せました。

本当に好評です。 “ハグって、すごい！” 
 

 右は、昨年度もお伝えしたものです。 

この中の『自己肯定感』について・・・ 

 ➤まさに、そのとおり！ 

 ＜笑顔、安心、チャレンジ、達成感…＞ 
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➤リズム遊びが終わった後、担任は、 

思わず ぎゅっと 抱きしめちゃいました！ 

と、嬉しそうに教えてくれました。 

〇担任は、最近の彼が、遊んでいる友達の輪に 

入っていくように変わってきていることに気づ 

いて、心の変化、成長を感じていたようです。 

・・・だから、見守っていた（だけ）。そして・・・ぎゅっ！ ←“この時”を逃さない感性がいい 

 

＜お知らせ＞ ～保護者の方の参加～ 
 

◇演劇鑑賞会｢ﾊﾞﾙｰﾝｼｮｰ｣（2/22 水）      ◇交通安全教室（2/24 金） 

ひまわり  なでしこ…（希望保護者）      なでしこ…（保護者も対象） 

10:30～ 13:00～（50 分間）          13:30～14:30 

◇お遊戯会（2/18 土 ＡＭ）＊組ごとに発表（案内：配布済）・・・詳細は担任より 

  

 

羽 島 市 立 西 部 幼 稚 園 

令和５年 ２月 １日 No.１８ 

   園  長 安 藤 賢 治 

◆先週、ひまわり組《リズム遊び》の時でした。 

  おやおやっ？ みんなと一緒にやっている！ 
 
 …そうです。これまでは、見ているだけの彼が 

楽しそうにやっているではありませんか。 

◆どうした？ 先生が何か刺激をしたのかな。 

  担任の後藤先生に、聞いてみました。 

   「何か、話したりしたのですか？」 

   「何もしていません。それが、今日・・・！」 

   「これまでは、見ているだけだったような…。」 

     「そうです。でも、途中で入ろうとすることも 

      あったりして、自信がなかったのかなぁ。」 

   「いつかは・・・と、待っていたのですね。」 



昨年 好評だった『ハグタイム』 

今年も PTA 役員さんの発案で実践しました。 

＊ご家庭で好きなタイミングで 

＊祖父母の方も もちろん歓迎 

ぬりえが好きなので、楽しく取り組むことができまし

た。ハグもいっぱいできて幸福感が満たされました。 

 

■PTA 家庭教育学級  （冬休み期間の実践 より） 
 

“親子でスキンシップ”～ハグタイム～  

 

 
 

 

 

 

 

 

「ギューしよ」と言うとサササーっと走ってきて

くれて、大人に背中を向けてすり寄ったり座った

りしてきました。背中から包み込まれるようにハ

グされるのが好きです。 

朝のあいさつ、お手伝いをした時、うれしい時、

さびしい時、甘えたいとき、いろんな場面でたくさ

んハグできて、自分も子供もうれしかったり落ち

着けたり、良い方向へ気持ちがいけました。 

家族で順番にハグする時間を作り、冬休み

中もうれしそうな顔が見れました。 

 

ぎゅーっとして、お互い 目が合うと思わずにっこり♡

そのまま抱っこもできて楽しかったです☆ 

ハグをすることが赤ちゃんの頃に比べ減っ

てきているなと改めて感じました。私の他にも

家族とハグをすると笑顔になり、ホッコリしま

した。今後も、子供とのふれあいを大事にして

いきたいです。 

「ハグしよう」と毎日子供から声をかけてくれて率

先してやっていました。ハグの後のぬりえとビンゴが

楽しかったみたいで、喜んで取り組んでいました。 

子） うれしかった 

母）毎日ハグしていますが、家族全員とハグができた 

ので良かったです。今まで以上に、姉弟の仲が良く 

なった気がします。 

いつもはあまり近寄ってこない（遊んでいるとほと

んど親に見向きもしない）〇〇が、「ぎゅーして」って来

てくれて、にこにこしているのが可愛くて、こちらも幸せ

な気分になれました。 

７秒間のハグがいいとどこかで聞いたので

7 秒以上を心がけて取り組みました。ふだん

からスキンシップは十分だと思っていました

が、7 秒は意外と長く、ゆっくりできて幸せな

気分になりました。 

“子供にとっても いいことばかり” ← 取組カードに書かれていました。 

この“も”！  

やってみればわかります。 ・・・子供だけではなく、“お互い”ですよね・・・ 

     ➤これからも、やっていきませんか。（PS：“子どもに”・・・だけではなさそうですよ。） 

 

 

 

ハグをすると子供も喜び、イライラしてしまう

場面が減る気がしました。 

➤うれしいお声が届きました。 
＊こんなにも素敵な効果があるのですね。 


